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　○2008いびがわマラソン
■まちの話題
■生涯学習の広場
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■窓口だより
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乗ってつなごう 未来まで
開催地！

■今月の表紙
　今年で21回目を迎えた2008いびがわ
マラソン。約8,000人のランナーの皆
さんが、秋の揖斐川沿いを爽快に駆け
抜けました。
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完走された町内ランナー122名！よぉがんばりんさった完走された町内ランナー122名！よぉがんばりんさった

《男子フルマラソン》
　　氏　名　　　地　区

橋本　好礼（極楽寺）
山口　尚志（三　輪）
高橋　千秋（乙　原）
川地　　悟（三　輪）
杉本栄五郎（乙　原）
井口　義信（市　場）
細野　康隆（和　田）
高田　清隆（黒　田）
阿蘓　　弘（谷汲木曽屋）
増田　勝博（小　谷）
宮川　敏和（北　方） 
松井　直紀（𦙾　永）
小寺　博文（𦙾　永）
高橋富士夫（日　坂）
新川　勇夫（市　場）
田中　伸幸（三　輪）
杉山　裕明（北　方）
小石三千秋（上　野）
小森　　清（三　輪）
広瀬　法昭（外津汲）          
橋本　康男（三　輪）              
北浦　　理（坂内坂本）  
山岸　真一（谷汲大洞）
川島　光彦（谷汲徳積）    
林　　守人（北　方）
松井　俊二（谷汲長瀬）
高橋　喜芳（北　方）
高橋　　豊（𦙾　永）
　　　　

《女子フルマラソン》
　　氏　名　　　地　区

松井　奈穂（𦙾　永）
水上　洋子（新　宮）
土川由美子（上　野）
若原　友子（上南方）
高橋　寿子（日　坂）
窪田美季子（和　田）
竹中　明美（新　宮）

《男子ハーフマラソン》
　　氏　名　　　地　区

西田　知弘（和　田）
廣瀬　　啓（外津汲）
鈴木　浩夫（新　宮）
山本　　学（房　島）
瀬川　了裕（白　樫）
高橋　豊和（三　輪）
林　　貞美（若　松）
細野　洋平（和　田）
細野　芳勝（上ミ野）
纐纈　博之（三　輪）
堀部　秀治（極楽寺）
高橋　治彦（小　島）
河　　和哲（房　島）
内藤　成勅（市　場）
中村　　勲（下岡島）
野原　淳一（清　水）
橋本　清誠（極楽寺）
中川　浩美（極楽寺）

高橋　貴紀（西津汲）
岩井　勇樹（黒　田）
渡辺　行洋（𦙾　永）
矢野　　崇（三　倉）
片倉　秀治（上南方）
粟野　　潤（上東野）
赤尾　雄史（三　輪）
土屋　正弘（上南方）
牧村　哲男（新　宮）
細野　正美（新　宮）
後藤　孝臣（三　倉）
窪田　隼光（小　島）
立川　翔也（上　野）
神原　利幸（三　輪）
平野　功也（谷汲徳積）
森　　正幸（春日六合）
小寺　慎二（白　樫）
細野　康彦（上ミ野）
澤　　英和（𦙾　永）
山本　素輝（谷汲岐礼）
宮脇　憲輔（和　田）
細野　将弘（上南方）
松原　　隆（小　島）
小倉　栄次（日　坂）
千種　孝裕（三　輪）
折戸　浩治（北　方）
馬場　好美（上　野）
若園　敏朗（三　輪）
吉田　孝敏（北　方）
杉山　亮治（三　輪）

藤原　裕治（小　島）
小谷　和彦（北　方）
山本　幸一（谷汲岐礼）
横山　陽一（谷汲徳積）
若原　啓宏（清　水）
高橋　芳信（三　輪）
出村　　孝（三　輪）
下出賢太郎（東津汲）
安藤　善文（西津汲）
窪田　伝昌（和　田）
瀬川　正樹（上　野）
高橋　宏樹（西津汲）
高橋　大樹（上南方）
正村　勝吉（前　島）
竹尾　一幸（谷汲名礼）
平田　聖司（上　野）
高野　元彦（三　輪）
吉田　昌弘（北　方）
橋本　孝市（極楽寺）
神足　　健（上南方）
窪田　英祐（和　田）
河瀬三千男（新　宮）
若原　浩司（福　島）
中島　勝義（市　場）
今村　浩樹（上南方）
藤原　　元（春日小宮神）
森本　彰徳（北　方）
粟野　一男（房　島）
多和田雅美（三　倉）
米澤　喜弥（三　輪）

土川　　裕（𦙾　永）
矢野　将人（三　倉）
長谷川俊夫（上南方）
河瀬九十九（北　方）
林　　卓信（北　方）

《女子ハーフマラソン》
　　氏　名　　　地　区

矢野万里子（三　倉）
高橋千代子（新　宮）
成瀬　純子（和　田）
四井　琴美（　岡　）
橋本　琴絵（極楽寺）
野原千恵子（𦙾　永）
山本千恵子（三　輪）
髙橋　真奈（小　島）
折戸　充子（北　方）
杉山美智子（三　輪）
四井　重子（小　島）
仲井　智子（上南方）
若原　尚美（上南方）
四井　朋子（𦙾　永）
小椋ますみ（新　宮）
立川　喜代（上　野）
内藤　左子（瑞岩寺）
藤原　美智（春日小宮神）
高橋真理子（𦙾　永）
河瀬　洋子（北　方）
大留　諒子（上南方）

今月の特集＊

feature articles
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斐
川
に
惹
き
つ
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
山
と
川
が
綺
麗
な
揖
斐
川
を
今
度
は
落
ち

着
い
て
ド
ラ
イ
ブ
で
で
も
走
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　  

ラ
ッ
シ
ー

　
今
回
は
大
変
、
人
の
多
い
に
ぎ
や
か
な
大

会
で
し
た
ね
。
子
供
た
ち
は
最
初
か
ら
最
後

ま
で
元
気
だ
っ
た
し
、
お
年
寄
り
の
方
々
は

優
し
く
暖
か
い
気
遣
い
の
あ
る
応
援
で
最
後

ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
石

と
も
や
さ
ん
は
、
大
変
な
時
期
な
の
に
、
あ

ん
な
に
明
る
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
感
謝
で

一
杯
で
す
。

　
本
当
に
楽
し
く
気
持
ち
の
良
い
大
会
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
お

疲
れ
様
で
し
た
。   

　
　          

Ｒ
３
０
３

　
今
回
、
い
び
が
わ
08
で
初
め
て
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
走
り
ま
し
た
★
沿
道
の
応
援
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
本
当

に
力
に
な
り
、
３
時
間
14
分
で
完
走
で
き
ま

し
た
！
こ
ん
な
に
温
か
い
応
援
を
し
て
も
ら

え
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
び
っ
く
り
し
ま
し
た
！

　
沿
道
の
応
援
が
嬉
し
く
、
い
つ
ま
で
も

走
っ
て
い
た
い
と
思
え
、
４
２
．

１
９
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
全

て
の
ス
タ
ッ
フ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
必
ず
帰
っ

て
き
ま
す
の
で
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
。だ

い
す
け

完走された町内ランナー122名！よぉがんばりんさった完走された町内ランナー122名！よぉがんばりんさった

《男子フルマラソン》
　　氏　名　　　地　区

橋本　好礼（極楽寺）
山口　尚志（三　輪）
高橋　千秋（乙　原）
川地　　悟（三　輪）
杉本栄五郎（乙　原）
井口　義信（市　場）
細野　康隆（和　田）
高田　清隆（黒　田）
阿蘓　　弘（谷汲木曽屋）
増田　勝博（小　谷）
宮川　敏和（北　方） 
松井　直紀（𦙾　永）
小寺　博文（𦙾　永）
高橋富士夫（日　坂）
新川　勇夫（市　場）
田中　伸幸（三　輪）
杉山　裕明（北　方）
小石三千秋（上　野）
小森　　清（三　輪）
広瀬　法昭（外津汲）          
橋本　康男（三　輪）              
北浦　　理（坂内坂本）  
山岸　真一（谷汲大洞）
川島　光彦（谷汲徳積）    
林　　守人（北　方）
松井　俊二（谷汲長瀬）
高橋　喜芳（北　方）
高橋　　豊（𦙾　永）
　　　　

《女子フルマラソン》
　　氏　名　　　地　区

松井　奈穂（𦙾　永）
水上　洋子（新　宮）
土川由美子（上　野）
若原　友子（上南方）
高橋　寿子（日　坂）
窪田美季子（和　田）
竹中　明美（新　宮）

《男子ハーフマラソン》
　　氏　名　　　地　区

西田　知弘（和　田）
廣瀬　　啓（外津汲）
鈴木　浩夫（新　宮）
山本　　学（房　島）
瀬川　了裕（白　樫）
高橋　豊和（三　輪）
林　　貞美（若　松）
細野　洋平（和　田）
細野　芳勝（上ミ野）
纐纈　博之（三　輪）
堀部　秀治（極楽寺）
高橋　治彦（小　島）
河　　和哲（房　島）
内藤　成勅（市　場）
中村　　勲（下岡島）
野原　淳一（清　水）
橋本　清誠（極楽寺）
中川　浩美（極楽寺）

高橋　貴紀（西津汲）
岩井　勇樹（黒　田）
渡辺　行洋（𦙾　永）
矢野　　崇（三　倉）
片倉　秀治（上南方）
粟野　　潤（上東野）
赤尾　雄史（三　輪）
土屋　正弘（上南方）
牧村　哲男（新　宮）
細野　正美（新　宮）
後藤　孝臣（三　倉）
窪田　隼光（小　島）
立川　翔也（上　野）
神原　利幸（三　輪）
平野　功也（谷汲徳積）
森　　正幸（春日六合）
小寺　慎二（白　樫）
細野　康彦（上ミ野）
澤　　英和（𦙾　永）
山本　素輝（谷汲岐礼）
宮脇　憲輔（和　田）
細野　将弘（上南方）
松原　　隆（小　島）
小倉　栄次（日　坂）
千種　孝裕（三　輪）
折戸　浩治（北　方）
馬場　好美（上　野）
若園　敏朗（三　輪）
吉田　孝敏（北　方）
杉山　亮治（三　輪）

藤原　裕治（小　島）
小谷　和彦（北　方）
山本　幸一（谷汲岐礼）
横山　陽一（谷汲徳積）
若原　啓宏（清　水）
高橋　芳信（三　輪）
出村　　孝（三　輪）
下出賢太郎（東津汲）
安藤　善文（西津汲）
窪田　伝昌（和　田）
瀬川　正樹（上　野）
高橋　宏樹（西津汲）
高橋　大樹（上南方）
正村　勝吉（前　島）
竹尾　一幸（谷汲名礼）
平田　聖司（上　野）
高野　元彦（三　輪）
吉田　昌弘（北　方）
橋本　孝市（極楽寺）
神足　　健（上南方）
窪田　英祐（和　田）
河瀬三千男（新　宮）
若原　浩司（福　島）
中島　勝義（市　場）
今村　浩樹（上南方）
藤原　　元（春日小宮神）
森本　彰徳（北　方）
粟野　一男（房　島）
多和田雅美（三　倉）
米澤　喜弥（三　輪）

土川　　裕（𦙾　永）
矢野　将人（三　倉）
長谷川俊夫（上南方）
河瀬九十九（北　方）
林　　卓信（北　方）

《女子ハーフマラソン》
　　氏　名　　　地　区

矢野万里子（三　倉）
高橋千代子（新　宮）
成瀬　純子（和　田）
四井　琴美（　岡　）
橋本　琴絵（極楽寺）
野原千恵子（𦙾　永）
山本千恵子（三　輪）
髙橋　真奈（小　島）
折戸　充子（北　方）
杉山美智子（三　輪）
四井　重子（小　島）
仲井　智子（上南方）
若原　尚美（上南方）
四井　朋子（𦙾　永）
小椋ますみ（新　宮）
立川　喜代（上　野）
内藤　左子（瑞岩寺）
藤原　美智（春日小宮神）
高橋真理子（𦙾　永）
河瀬　洋子（北　方）
大留　諒子（上南方）

お
も
て
な
し
の
心

ラ
ン
ナ
ー
に
届
き
ま
し
た
！

今月の特集＊

feature articles

　
今
回
初
め
て
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
所
々
で
、
心
が
折
れ
、
何
度
も
途

中
で
リ
タ
イ
ア
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

小
中
学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
完
走
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
初
マ
ラ
ソ
ン
を
い
び
が
わ
に

し
て
よ
か
っ
た
。          

　
フ
ル
男
子
40
代

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
タ
ッ
フ
、
地
元
の
学

生
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
い
つ
ま
で
も
、
こ
ん
な
に
温
か
い
大
会

で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
大
会
は
初
め
て
で
す
。 

フ
ル
男
子
30
代

　
初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
と
て
も
良
い

大
会
に
参
加
で
き
、
気
持
ち
よ
く
サ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
い
、
走
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
楽
し

ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
会
100
撰
の
上
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
の
が
納
得
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
努
力
も
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
こ
の
雰
囲
気
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
来
年
も

参
加
し
ま
す
。
　       

　
　
フ
ル
女
子
40
代

　
11
月
９
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
“
２
０
０
８
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
”
へ
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー

か
ら
、
お
礼
の
お
手
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
き
込
み
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
当
に
大
き
な
声
に
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
あ
ち
こ
ち
で
、
か
わ
い
い
子
達
が
、

声
を
か
け
て
く
れ
、
そ
の
度
に
、「
も
う
ひ
と

ふ
ん
ば
り
が
ん
ば
る
ぞ
」
と
い
う
気
に
な
り
、

最
後
ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。       

フ
ル
男
子
50
代

　
こ
の
『
手
づ
く
り
感
』
を
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
て
、
ま
す
ま
す
素
晴
ら
し
い
大
会
に

し
て
く
だ
さ
い
。
私
に
と
っ
て
ナ
ン
バ
ー
１

の
大
会
で
す
。                

フ
ル
男
子
50
代

　
毎
年
、
沿
道
の
応
援
を
い
た
だ
き
ゴ
ー
ル

が
出
来
ま
す
。
揖
斐
は
、
い
い
で
す
ね
。
み

ん
な
が
応
援
し
て
く
れ
、
私
は
大
好
き
で
す
。

２
０
０
９
大
会
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
！                      

ハ
ー
フ
女
子
50
代

　
ど
こ
の
エ
イ
ド
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
心

か
ら
、
応
援
し
て
も
ら
え
て
い
る
の
が
わ
か

り
、
嬉
し
か
っ
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
大

会
を
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。                         

フ
ル
男
子
50
代

　
８
千
人
超
え
の
ラ
ン
ナ
ー
が
通
り
す
ぎ
る

ま
で
、
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
「
応

援
、
ご
苦
労
様
」
と
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
は
、
あ
な

た
達
の
応
援
に
心
の
中
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

わ
き
だ
す
よ
う
で
、
最
後
ま
で
走
り
ぬ
こ
く

こ
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　 

　
　
　
　
フ
ル
男
子
40
代

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
大
会
で
、
大
好
き
で
す
。

き
つ
い
コ
ー
ス
で
す
が
、
ま
た
来
た
く
な
る

リ
ピ
ー
タ
ー
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
な
〜
。フ

ル
男
子
40
代

　
久
し
ぶ
り
の
マ
ラ
ソ
ン
参
加
に
ひ
と
月
ば

か
り
の
練
習
で
、
な
ん
と
か
完
走
で
き
ま
し

た
。
マ
ラ
ソ
ン
は
一
人
で
走
れ
ま
せ
ん
。
関

係
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
協
力
・

声
援
な
ど
が
あ
っ
て
安
心
し
て
走
れ
る
の
で

す
。
42
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ゴ
ー
ル
し
た
時
の
感
動
は
自
分
自
身

の
挑
戦
と
な
り
ま
す
。
準
備
か
ら
当
日
運
営

と
、
関
係
者
・
地
元
の
皆
様
に
あ
り
が
と
う
！

ｎ
ｏ
ｒ
ｉ

　
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
出
場
さ
れ

た
皆
様
本
日
は
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
私

は
今
回
初
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。
起
伏
の

激
し
い
コ
ー
ス
で
ペ
ー
ス
配
分
が
う
ま
く

い
か
ず
目
標
に
し
て
い
た
４
時
間
を
切
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
沿
道
の
皆
さ

ん
の
応
援
で
苦
し
い
と
き
も
頑
張
れ
て
立
ち

止
ま
ら
ず
に
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
町
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
き
た
皆

さ
ん
の
熱
意
が
コ
レ
だ
け
の
ラ
ン
ナ
ー
を
揖

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
手
紙
よ
り

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

w
w
w
.ibigaw

a-m
arathon.jp/

原
文
の
ま
ま
記
載
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10
月
13
日
（
月
）、
揖
斐
川
健
康
広
場
の

い
び
が
わ
ア
リ
ー
ナ
で
、
独
立
行
政
法
人
水

資
源
機
構
と
徳
山
ダ
ム
竣
功
式
実
行
委
員
会

主
催
で
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
竣
功
式
が
行
わ

れ
、
旧
徳
山
村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く

の
関
係
者
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
土
交
通
省
の
金か

ね
こ
か
ず
よ
し

子
一
義
大

臣
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
転
者
代
表
の
挨
拶
で
は
、
井い

の野
勝か

つ

み巳
さ

ん
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
下し

も
が
き垣
真ま

き希
さ
ん
（
声
楽
家
）
と

北
和
中
学
校
３
年
生
が
一
緒
に
唱
歌
“
ふ
る

さ
と
”
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
竣
功
式
終
了
後
、
会
場
を
徳
山
ダ
ム
サ
イ

ト
公
園
へ
移
し
、
旧
徳
山
村
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
者
で
献
花
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
回
揖
斐
川
町
消
防
教
練
会
が
11
月
２

日
（
日
）、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
は
、
消
防
団
員
の
厳
正
な
規
律

の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
隊
訓
練

の
部
と
各
個
訓
練
の
部
に
分
け
て
行
わ
れ
、

ど
の
分
団
も
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、

的
確
な
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
総
合

　
優
　
勝
　
大
和
分
団

　
準
優
勝
　
揖
斐
分
団

　
３
　
位
　
小
島
分
団

◎
小
隊
訓
練
の
部

　
優
　
勝
　
大
和
分
団

　
準
優
勝
　
小
島
分
団

　
３
　
位
　
清
水
分
団

◎
各
個
訓
練
の
部

　
優
　
勝
　
小
島
分
団
第
５
班

　
準
優
勝
　
清
水
分
団
第
３
班

　
３
　
位
　
大
和
分
団
第
４
班

　
４
　
位
　
揖
斐
分
団
第
２
班

　
５
　
位
　
小
島
分
団
第
４
班

　
６
　
位
　
大
深
分
団
第
３
班

　
７
　
位
　
坂
上
分
団
第
１
班

　
８
　
位
　
本
　
部
　
第
１
班

　
９
　
位
　
𦙾
永
分
団
第
１
班

　
10
　
位
　
北
方
分
団
第
２
班

◎
団
長
賞

　
最
優
秀
指
揮
者
賞
　
揖
斐
分
団
　
加か

の

う納
千ち

か

ら幹

　
優
秀
指
揮
者
賞
　
小
島
分
団
　
藤ふ

じ

た田
慎し

ん

や弥

　
優
秀
指
揮
者
賞
　
揖
斐
分
団
　
新し

ん

け家
正ま

さ

み巳

　
優
秀
指
揮
者
賞
　
大
和
分
団
　
仲な

か

い井
淳あ

つ

し史

徳
山
ダ
ム
建
設
事
業

竣
功
式

消
防
教
練
会
開
催

厳
正
な
規
律
の
確
立
の
た
め
に

▲下垣さんと北和中学校 3 年生の合唱の様子

▲国土交通大臣から祝辞がありました。

▲小隊訓練の様子▲各個訓練の様子

▲献花式の様子（徳山ダム提頂にて）



7 IBIGAWA 2008 December

　
今
年
で
８
回
目
の
春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り

が
、
10
月
19
日
（
日
）
に
か
す
が
モ
リ
モ
リ

村
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
約
６
０
０
０

人
の
皆
さ
ん
に
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
か
す
が
保
育
園
児
、

お
じ
ま
幼
児
園
児
の
合
同
太
鼓
演
奏
や
春
日

小
中
学
生
の
発
表
、
サ
ス
ケ
に
挑
戦
、
春
日

の
太
鼓
踊
り
の
ほ
か
幸
運
の
も
ち
ま
き
も
行

わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
特
産
品
の
販
売
、
各
種
バ
ザ
ー

も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
13
日
（
祝
）、
揖
斐
川
町
鶴
見
の
藤
橋

城
公
園
で
「
藤
橋
ど
ん
ど
ん
秋
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
快
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
、
地

元
の
ふ
じ
は
し
権
現
太
鼓
で
は
じ
ま
り
、
保

育
園
児
の
ス
テ
ー
ジ
、
子
供
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
、「
ゆ
う
た
ろ
う
」
の
石
原
裕
次
郎
の
も

の
ま
ね
シ
ョ
ー
は
、
笑
い
や
拍
手
の
た
え
な

い
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。
ま
た
、
旧
徳

山
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
徳
山
踊
り
も
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
会
場
内
で
は
地
元
物
産
品
の

販
売
、
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
体
験
な
ど
も
大
盛

況
で
し
た
。

　
11
月
１
日
（
土
）、
９
時
か
ら
「
秋
の
城

台
山
公
園
と
揖
斐
川
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
こ

の
日
、
町
内
外
か
ら
約
300
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
役
場
を
発
着
点
と
し
揖
斐
川
歴
史

民
俗
資
料
館
、
城
台
山
公
園
、
三
輪
神
社
を

め
ぐ
る
７
．

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
途
中
、
町

並
で
は
　
倉
等
（
下
新
町
の
市
　
・
上
町
高

砂
　
）
の
見
学
を
行
い
、
豚
汁
・
甘
酒
・
美

濃
い
び
茶
な
ど
の
ほ
か
ほ
か
お
も
て
な
し
も

あ
り
少
し
短
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
楽
し
み
ま
し

た
。

　
10
月
26
日
（
日
）
揖
斐
川
沿
い
の
河
原
で

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
地
域
住
民
、
小
中
学
生
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
約
900
人
の
参
加
者
に

よ
り
、
堤
防
や
河
川
敷
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た

り
、
流
れ
着
い
た
り
し
た
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
美
し
く
安
心
し
て
利
用

で
き
る
水
辺
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
心
を
育
む
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
川
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り

開
催
！

藤
橋
ど
ん
ど
ん
秋
ま
つ
り

大
盛
況
！

秋
の
城
台
山
公
園
と
揖
斐
川
の

町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
！

「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

〜
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
川
を
〜

▲園児の鼓隊の様子

▲いび茶のおもてなしの様子

▲熱心に作業を行う参加者の皆さん

▲オープニングを飾ったふじはし権現太鼓
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10
月
４
日
（
土
）、谷
汲
農
園
（
谷
汲
徳
積
）

で
、
さ
つ
ま
い
も
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、
遊
休
農
地
の
利
活
用

を
目
的
に
平
成
11
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

西
濃
地
域
を
中
心
に
遠
く
は
土
岐
市
、
海
津

市
か
ら
42
組
150
名
程
が
参
加
さ
れ
、
秋
の
実

り
の
収
穫
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
我
が
子
が
さ
つ
ま
い
も
を
手
に
す
る
の
を

ビ
デ
オ
撮
影
す
る
両
親
や
、
つ
る
も
美
味
し

い
と
採
っ
て
い
る
人
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
焼
き
芋
や
蒸
か
し
芋
、
大
学

い
も
が
振
る
舞
わ
れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
（
木
）、岐
阜
県
議
会
議
長
室
で
、

森
に
か
か
る
優
れ
た
技
術
や
知
恵
を
持
つ
と

し
て
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
「
森
の
名

手
・
名
人
」
に
県
内
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
町
で
は
、
坂
内
坂
本
の
山や

ま
ぐ
ち口
郁い
く

さ

ん
が
森
の
伝
承
・
文
化
部
門
（
紙
す
き
）
で

選
ば
れ
、
県
緑
化
推
進
委
員
会
の
玉
田
和
浩

会
長
か
ら
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、地
元
に
自
生
し
て
い
る
「
コ

ウ
ゾ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
」
を
使
っ
て
、
地
域
の

こ
ど
も
達
の
紙
す
き
体
験
活
動
に
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
玉
田
会
長
か
ら
は
、「
森
を
守
る

た
め
、
次
の
世
代
に
名
人
の
技
を
伝
承
し
て

く
だ
さ
い
」
と
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
度
、
次
の
方
々
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
河か

わ

い合
　
光て
る
い
ち一
さ
ん
（
黒
田
）

　
　
10
月
２
日
（
木
）　 

95
歳

　
土と

き岐
　
雪ゆ

き

え江
さ
ん
（
春
日
六
合
）

　
　
10
月
８
日
（
水
）　
95
歳

　
林

は
や
し

　
勇
い
さ
む

さ
ん
（
若
松
）

　
　
10
月
13
日
（
月
）　
95
歳

　
林

は
や
し

　
■じ

つ
さ
ん
（
上
南
方
）

　
　
10
月
15
日
（
水
）　
95
歳

　
横よ

こ
や
ま山

　
秀ひ

で

こ子
さ
ん
（
谷
汲
名
礼
）

　
　
10
月
18
日
（
土
）　
95
歳

　
揖
斐
川
町
遺
族
会
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式

が
10
月
21
日
（
火
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
こ
の
日
出
席
さ
れ
た
約
400
人

に
よ
り
、
町
内
の
戦
没
者
に
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
出
席
さ
れ
た
遺
族
の
皆
さ
ん
は
、
菊

の
花
を
さ
さ
げ
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
揖
斐
川
女
性
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る

献
歌
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
収
穫
祭

〜
熱
心
に
収
穫
作
業
〜

ご
長
寿

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

森
の
名
手
・
名
人
に
認
定
！

揖
斐
川
町
戦
没
者
追
悼
式

▲山口さんおめでとうございます。

横山　秀子さん 林　 つさん

林　勇さん

河合　光一さん

土岐　雪江さん

▲追悼式の様子（中央公民館大ホール）

▲熱心に収穫作業を行う参加者の皆さん

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
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10
月
19
日
（
日
）、
町
を
拠
点
に
活
躍
す
る

吹
奏
楽
団
「
ブ
ラ
イ
ト
・
ブ
ラ
ス
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」
の
演
奏
会
が
、谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー

ル
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
250
人
ほ
ど
の
多
く
の
皆
さ
ん
が

来
場
し
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
の
各
種
楽
器
の

音
色
や
、
35
人
の
吹
奏
楽
編
成
で
の
迫
力
あ

る
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
吹
奏
楽
団
は
、
音
楽
を
通
じ
て
町
の

活
性
化
を
図
り
た
い
と
、
こ
の
よ
う
な
演
奏

会
活
動
だ
け
で
な
く
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
積
極
的
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
い
び
が

わ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
ス
タ
ー
ト
時
に
フ
�
ン

フ
�
ー
レ
を
演
奏
し
、
ラ
ン
ナ
ー
を
力
強
く

送
り
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
ブ
ラ
イ
ト
・
ブ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
活
動
に
も
、
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
（
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
）
で
は
、
今
年
も
「
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
読
み
聞
か
せ
、
キ
ャ

ン
ド
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
、
お
楽
し
み
が
い
っ

ぱ
い
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

︻
日
時
︼
12
月
14
日(

日)

　
　
　
　 

　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

︻
場
所
︼ 

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

︻
参
加
対
象
︼
小
学
生
ま
で
の
親
子

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

︻
定
員
︼ 

子
ど
も
先
着
40
人
程
度
に
達
し
た

ら
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︻
会
費
︼ 

子
ど
も
一
人
　
600
円

　
　
　（
ケ
ー
キ
代
、
傷
害
保
険
料
な
ど
）

︻
申
込
方
法
︼
中
央
公
民
館
に
置
い
て
あ
る

申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、
中
央
公
民
館

窓
口
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

︻
締
　
切
︼ 

12
月
５ 

日(

金)

︻
お
問
合
せ
︼ 

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
　
社

会
教
育
課
（
２
３
‐
０
１
１
５
）

　
平
成
20
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
３
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
回
は
、「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教

室
」・「
ラ
ク
ラ
ク
健
康
づ
く
り
教
室
」
の
申

込
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ブ
ラ
イ
ト
・
ブ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

秋
の
演
奏
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

親
子
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▲大編成の迫力の演奏

昨年の様子。

こんなサンタが登場します。

☆
北
方
公
民
館

︽
し
め
縄
教
室
︾

◆
日
時
　
12
月
14
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所
　
北
方
公
民
館

☆
清
水
公
民
館

︽
し
め
縄
作
り
教
室
︾

◆
日
時
　
12
月
21
日
（
日
）
13
時
〜

◆
場
所
　
清
水
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

︽
に
こ
に
こ
学
級

 ﹁
サ
ン
タ
が
お
じ
ま
に
や
っ
て
く
る
﹂︾

◆
日
時
　
12
月
18
日
（
木
）
10
時
〜

◆
場
所
　
小
島
公
民
館

︽
し
め
縄
教
室
︾

◆
日
時
　
12
月
20
日
（
土
）
９
時
〜

◆
参
加
費
100
円

◆
場
所
　
小
島
公
民
館

☆
春
日
公
民
館

︽
ケ
ー
キ
作
り
体
験
教
室
︾

◆
日
時
　
12
月
14
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所
　
春
日
診
療
所
　
健
康
増
進
室

☆
坂
内
公
民
館

︽
第
４
回
シ
�
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
︾

◆
日
時
　
12
月
７
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

◆
場
所
　
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

公
民
館
活
動

中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー

◎第 4 回老人クラブ文化展

　12 月 2 日～ 12 月 7 日

〈揖斐地区協議会〉

◎クリスマストールペイント

　12 月 12 日～ 12 月 25 日

〈吉野　純子〉
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10
月
９
日
（
木
）
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
井い

か

わ川

英ひ
で
と
み福
さ
ん
が
揖
斐
川
町
を
訪
れ
、
宗
宮
町
長

に
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
川
さ
ん
は
４
月
に
開
催
し
て
い
る
「
全

国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大

会
」
に
毎
年
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
縁
で
今
回
報
告
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
い
た
だ
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

サ
イ
ン
ボ
ー
ル
や
色
紙
を
役
場
玄
関
特
設

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
10
月
16
日(

木)

〜
19
日(

日)

の
４
日
間
、

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
町
の
総
合
芸
術
祭

「
ア
ー
ト
２
０
０
８
い
び
が
わ｣

(

揖
斐
川
町

文
化
協
会
等
主
催)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
協
会
員
や
委
嘱
・
一
般
公
募

の
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
、

作
品
の
見
事
な
出
来
映
え
に
感
嘆
の
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
今
回
、
小
中
学
生

の
短
歌
・
俳
句
の
部
に
は
、
格
調
高
い
言
葉

づ
か
い
の
も
の
や
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

る
ユ
ー
モ
ア
作
品
な
ど
720
点
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
美
術
の
部
、
文
芸
の
部
で
は
、
審
査
が
行

な
わ
れ
、
上
位
入
賞
者
に
次
の
皆
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

◆
美
術
展

町
展
賞
　
洋
　
画
　
兒
玉
澄
子
　(

神
戸
町)

　
〃
　
　
書
　
道
　
坪
井
秀
人
　(

池
田
町)

　
〃
　
　
写
　
真
　
高
間
久
美
子(

揖
斐)

　
〃
　
彫
塑
工
芸
　
荒
井
照
子
　(

小
島)

奨
励
賞
　
日
本
画
　
渡
辺
美
代
子(

大
和)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
森
　
三
恵
子(

揖
斐)

　
〃
　
　
洋
　
画
　
竹
中
絹
代
　(

小
島)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
内
藤
す
み
子(

小
島)

　
〃
　
　
書
　
道
　
須
原
春
子
　(

𦙾
永)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
杉
田
昌
紀
　(

小
島)

　
〃
　
　
写
　
真
　
石
川
大
訓
　(

瑞
穂
市)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
藤
村
崟
子
　(

大
垣
市)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
杉
山
紀
美
子(

大
野
町)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
世
一
　
勝
　(

大
垣
市)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
高
木
敏
行
　(

垂
井
町)

　
〃
　
　
　
〃
　
　
灰
野
栄
一
　(

大
垣
市)

　
〃
　
彫
塑
工
芸
　
古
川
優
登
　(

神
戸
町)

◆
文
芸
展

特
選
　
短
歌

　
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　
こ
も
り
そ
う
た
　
（
小
島
小
一
年)

　
　
み
や
べ
よ
し
の
ぶ
（
大
和
小
二
年)

　
小
学
校
高
学
年
の
部

　
　
小
澤
実
香
（
小
島
小
四
年)

　
　
松
原
侑
香
（
揖
斐
小
四
年)

　
中
学
校
の
部

　
　
橋
本
大
吾
（
北
和
中
二
年)

　
　
國
村
拓
哉
（
揖
斐
川
中
二
年)

　
　
小
川
真
実
（
揖
斐
川
中
二
年)

特
選
　
俳
句

　
一
般
の
部

　
　
市
田
　
靖
（
清
水
）

　
　
高
橋
源
政
（
日
坂
）

　
　
小
寺
秀
子
（
春
日
）

　
小
学
校
一
、二
年
生
の
部

　
　
こ
く
ぼ
か
け
る
（
揖
斐
小
一
年
）

　
　
か
と
う
春
き
　
　（
大
和
小
二
年
）

　
　
ま
き
村
れ
な
　　（
揖
斐
小
二
年
）

　
小
学
校
三
、四
年
生
の
部

　
　
粟
野
　
廉
（
大
和
小
三
年
）

　
　
林
　
み
な
（
大
和
小
三
年
）

　
　
小
倉
律
保
（
清
水
小
四
年
）

　
小
学
校
五
、六
年
生
の
部

　
　
折
戸
友
美
（
大
和
小
五
年
）

　
　
清
水
邦
紘
（
大
和
小
六
年
）

　
　
河
瀬
佳
香
（
北
方
小
六
年
）

特
選
　
川
柳

　
　
五
十
川
直
靖
（
池
田
町
）

　
　
仲
井
智
子
　
（
大
和
）

　
　
今
枝
青
峰
　
（
大
和
）

　
　
平
井
春
男
　
（
北
方
）

　
　
伊
丹
幹
子
　
（
大
和
）

               

〈
敬
称
略
〉

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
井
川
英
福
さ
ん
来
町

ア
ー
ト
２
０
０
８
い
び
が
わ

盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

▲井川さんと握手を交す宗宮町長

▲テープカットの様子（中央公民館前にて）

▲多くの皆さんが来場されました
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ま
た
、
18
日(

土)

と
19
日(

日)

の
両
日
、

文
化
の
町
づ
く
り
特
別
事
業
と
し
て
、
遠
い

昔
の
み
ず
争
い
を
題
材
と
し
た
、
町
民
創
作

オ
ペ
レ
ッ
タ

｢

み
ず
い
く
さ｣

が
上
演
さ
れ
、

両
日
と
も
満
員
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
次
の
日

程
で
ふ
る
さ
と
の
古
地
図
展
を
開
催
し
ま

す
。

■
『
ふ
る
さ
と
の
古
地
図
展
』

　
会
期
　
12
月
14
日
（
日
）
ま
で

　
会
場
　
資
料
館
企
画
展
示
室

　
揖
斐
川
町
に
は
大
き
な
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
昔
は
洪
水
の
度
に
川
の
流
れ
が
変
わ
り
、

そ
の
結
果
村
境
を
め
ぐ
り
争
い
が
起
こ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
町
を
西
部
と
北
部
の
山
に
囲

ま
れ
そ
の
山
林
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て
境
界
争

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
争
い
を
解
決
す
る
た
め
に
絵
地
図

が
作
成
さ
れ
役
所
や
村
々
の
関
係
者
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
展
示
資
料

・
下
岡
島
石
高
絵
図

・
長
良
村
宮
ノ
山
神
絵
図

・
御
用
地
拝
借
絵
図

・
揖
斐
陣
屋
之
図

　
そ
の
他
の
古
地
図
も
展
示
し
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
思
い
や
り
の
心
や
自
然
を
大

切
に
す
る
態
度
を
培
う
た
め
、
坂
内
ク
リ
ー

ン
作
戦
や
夜
叉
ヶ
池
登
山
な
ど
の
豊
か
な
体

験
活
動
を
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
り
長
年

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
体
験
活
動
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
坂
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

　「
坂
内
の
自
然
を
守
ろ
う
」
と
い
う
ね
ら
い

の
も
と
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
26
人

が
、
各
家
庭
で
思
い
思
い
に
看
板
の
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
、
絵
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
き
ま
し

た
。

　
６
月
16
日
の
夕
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

学
校
に
集
ま
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
の
指
示

の
も
と
、
四
地
区
に
親
子
で
出
か
け
道
路
沿

い
に
看
板
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
後
、
河
原

や
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
も
行
い
ま
し
た
。

  

こ
の
活
動
は
看
板
の
準
備
か
ら
設
置
ま
で

約
一
か
月
か
け
た
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
一

枚
の
看
板
に
込
め
ら
れ
た
親
子
の
思
い
を
察

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
川

や
道
路
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

が
な
く
な
り
、
美
し
い
自
然
が
守
ら
れ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
夜
叉
ヶ
池
登
山

  

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
三
年
に
一
度
の

夜
叉
ヶ
池
登
山
（
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
全
校
児
童
生
徒
・

教
職
員
37
人
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
31

人
、
総
勢
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
登
山
最

大
の
難
関
の
夜
叉
壁
で
は
、
小
学
一
・
二
年
生

で
も
安
全
に
登
れ
る
よ
う
に
ロ
ー
プ
を
張
っ

た
り
、
崖
に
立
っ
て
児
童
生
徒
が
滑
り
落
ち

な
い
よ
う
に
補
助
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー

ト
の
お
陰
で
全
校
児
童
生
徒
が
事
故
や
け
が

な
く
安
全
に
登
山
が
で
き
ま
し
た
。

  

青
く
澄
み
切
っ
た
夜
叉
ヶ
池
を
見
て
、

「
わ
ー
き
れ
い
」
と
い
う
歓
声
と
と
も
に
、

今
ま
で
の
登
山
の
疲
れ
が
吹
き
飛
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
山
頂
で
は
自
然
保
護
管
理
員
さ

ん
か
ら
夜
叉
ヶ
池
の
成
り
立
ち
や
こ
こ
に
し

か
生
息
し
な
い
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
な
ど
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

　
　
豊
か
な
体
験
活
動
の
推
進

〜
坂
内
小
中
学
校
〜
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一
本
か
ら
始
め
る
小
さ
い
い
け
ば
な
　
安
丸
弥
生

こ
と
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
原
啓
之

知
事
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
東
国
原
英
夫

い
ま
ど
き
養
生
訓
　
　
　
　
　
　
　
太
田
宏
人

勝
手
に
し
や
が
れ
　
　
　
　
　
　
河
村
シ
ゲ
ル

竜
馬
の
ピ
ス
ト
ル
　
　
　
　
　
　
　
松
田
十
刻

血
液
型
の
暗
号
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
紘
一
郎

天
気
予
報
い
ま
む
か
し
　
　
　
　
　
股
野
宏
志

逆
境
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
延
春

大
相
撲
あ
の
力
士
、
あ
の
一
番
　
荒
井
太
郎

フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
ろ
う
　
小
林
正
彦

訓
練
犬
が
く
れ
た
小
さ
な
奇
跡
　
　
藤
井
　
聡

２
０
１
２
年
目
覚
め
よ
地
球
人
　
　
坂
本
政
道

12
月
の
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
12
月
28
日
（
日
）　
　
　
　
月
末
整
理
日

年
末
年
始
の
休
館
日

　
12
月
29
日
（
月
）
〜
平
成
21
年
１
月
４
（
日
）

　
図
書
の
返
却
は
、
お
早
め
に
。
１
月
は
、
６

　
日
（
火
）
か
ら
開
館
し
ま
す
。

お
と
ぎ
の
里
　
　
　
　
　
　

お
や
じ
の
た
め
の
自
炊
講
座
　
　
　
ジ
ミ
ヘ
ン

学
力
は
一
年
で
伸
び
る
　
　
　
　
　
江
沢
正
思

血
液
型
の
暗
号
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
紘
一
郎

ゴ
ル
フ
ボ
デ
ィ
の
作
り
方
　
　
　
　
菅
原
　
賢

０
歳
か
ら
育
て
る
脳
と
心
　
　
　
　
森
田
勝
之

第
６
感
を
活
か
す
　
　
　
　
テ
レ
サ
・
チ
ャ
ン

探
偵
裏
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
　
誠

中
級
ド
イ
ツ
語
の
し
く
み
　
　
　
　
清
野
智
昭

中
東
激
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
　
祐
三

超
「
超
」
整
理
法
　
　
　
　
　
　
野
口
悠
紀
雄

ナ
ン
バ
式
！
元
気
生
活
　
　
　
　
　
矢
野
竜
彦

日
本
の
海
水
魚
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
雄
輔

能
力
の
秘
密
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
渡
　
亮

反
米
経
済
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
倉
貴
史

夫
婦
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汐
見
稔
幸

ま
っ
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ミ
ー
大
西

身
近
な
漢
字
を
楽
し
む
　
　
　
　
　
小
山
光
一

美
濃
刀
工
銘
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
良
幸

儲
か
る
オ
フ
ィ
ス
　
　
　
　
　
　
　
紺
野
　
登

闇
金
裏
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
原
　
猛

「
若
さ
」
の
説
明
書
　
　
　
　
か
づ
き
れ
い
こ

若
者
に
伝
え
た
い
中
国
の
歴
史
　
　
歩
　
　
平

ス
ポ
ー
ツ
用
語
辞
典
　
　
　
　
　
　
小
倉
伸
一

絶
対
内
定
２
０
１
０
　
　
　
　
　
　
杉
村
太
郎

【
乳
幼
児
向
け
】

キ
ン
ギ
ョ
の
て
ん
こ
う
せ
い
　
　
　
阿
部
夏
丸

お
ば
け
屋
の
お
ば
け
か
き
　
　
あ
わ
た
の
ぶ
こ

あ
こ
が
れ
の
機
関
車
　
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

お
こ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ひ
ろ
た
か

き
に
な
る
と
も
だ
ち
　
　
　
　
　
内
田
麟
太
郎

鈴
と
リ
ン
の
ひ
み
つ
レ
シ
ピ
　
　
　
堀
　
直
子

森
を
育
て
る
生
き
も
の
た
ち
　
　
　
谷
本
雄
治

ひ
ら
が
な
だ
い
ぼ
う
け
ん
　
　
　
宮
下
す
ず
か

ぼ
く
の
お
お
き
さ
　
　
　
　
ラ
ニ
・
ヤ
マ
モ
ト

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ア
ヒ
ル
　
き
む
ら
ゆ
う
い
ち

か
え
っ
て
き
た
は
く
ち
ょ
う
　
　
　
柿
本
幸
造

【
小
説
・
実
用
書
】

う
ち
の
３
姉
妹
　
　
　
　
　
　
松
本
ぷ
り
っ
つ

う
ま
れ
て
き
た
ん
だ
よ
　
　
　
　
味
戸
ケ
イ
コ

父
と
娘
の
往
復
書
簡
　
　
　
　
　
松
本
幸
四
郎

風
葬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
木
　
紫
乃

ニ
セ
坊
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
貴
博

京
女
殺
人
法
廷
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
小
路
祐

蝶
々
さ
ん
　
上
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
森
一

蝶
々
さ
ん
　
下
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
森
一

信
州
北
斎
殺
人
物
語
　
　
　
　
　
　
秋
月
達
郎

【
児
童
書
】

ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
１
　
　
　
ア
ン
・
コ
バ
ー
ン

ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
２
　
　
　
ア
ン
・
コ
バ
ー
ン

し
ん
か
ん
く
ん
の
パ
ン
や
さ
ん
　
　
の
ぶ
み

す
っ
く
の
ど
こ
ど
こ
か
く
れ
ん
ぼ
　
　
佐
古
百
美

恋
す
る
ウ
ル
フ
宿
命
の
対
決
　
　
　
高
山
栄
子

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
母
子
診
療
所
　
　
　
梶
原
容
子

ガ
リ
レ
オ
の
苦
悩
　
　
　
　
　
　
　
東
野
圭
吾

聖
女
の
救
済
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
野
圭
吾

　人
形
劇
団
﹁
な
ん
じ
�
も
ん
じ
�
﹂
に
よ
る

一
部
﹁
あ
そ
ぼ
（
こ
と
ば
あ
そ
び
）﹂

二
部
﹁
た
ま
ご
と
お
じ
さ
ん
﹂

■
日
　
時
　
12
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時
ま
で

■
場
　
所
　
揖
斐
川
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
第
二
会
議
室

　
　
　
　
　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

　
　
　
　
　
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
12
月
２
日(

火)

か
ら
各
図
書

　
　
　
　
　
館
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
定
　
員
　
100
人

【
児
童
書
】

舞
は
10
さ
い
で
す
。
　
　
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ

ラ
ブ
・
レ
タ
ー
　
　
　
　
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ

ほ
た
る
館
物
語
　
　
　
　
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
　
　
　
　
　
メ
グ
キ
ャ
ボ
ッ
ト

き
え
た
魔
法
の
ダ
イ
ヤ
　
　
あ
ん
び
る
や
す
こ

コ
ッ
ト
ン
の
夏
休
み
　
　
　
あ
ん
び
る
や
す
こ

カ
ッ
パ
の
秘
宝
　
　
　
　
　
　
　
三
田
村
信
行

地
獄
の
え
ん
ま
帳
　
　
　
　
　
　
三
田
村
信
行

【
実
用
書
】　

運
が
よ
く
な
る
方
程
式
　
　
　
　
　
　
植
西
聰

お
も
て
な
し
の
天
才
　
　
ダ
ニ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー

大
人
の
恋
の
マ
ナ
ー
　
　
　
　
　
　
大
原
敬
子

揖
斐
川
町
立
図
書
館

人
形
劇
の
開
催

た
に
ぐ
み
新
着
図
書
の
御
案
内

い
び
が
わ
新
着
図
書
の
御
案
内

坂
内
図
書
館

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
14
時
30
分
〜

一
年
に
一
度
の
楽
し

い
ひ
と
時
で
す

大
型
絵
本

　「
ぶ
た
の
た
ね
」　

人
形
劇

　「
三
枚
の
お
札
」

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

そ
の
他

　
　
ぜ
ひ
き
て
ネ

お
と
ぎ
の
里
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健康 コーナー
にこにこにこ

にこにこにこ

　
揖
斐
口
腔
保
健
協
議
会
で
は
、
80
歳
以
上

で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
を
表
彰
す

る
「
８
０
２
０
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
月
９
日
（
木
）
に
池
田
町
役
場
で

表
彰
式
が
あ
り
、
17
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
揖
斐
川
町
の
方
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
食
べ
る
た
め
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
歯
。

そ
の
歯
に
こ
び
り
つ
く
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）

は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原
因
菌
の
か
た
ま

り
で
す
。
食
後
は
も
ち
ろ
ん
、
間
食
後
も
歯

み
が
き
や
う
が
い
を
し
て
自
分
の
歯
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
み
が
い
て
も
み
が
け
て
い
な
い

　
歯
を
み
が
い
て
い
て
も
、
み
が
き
残
し
が

多
い
の
が
現
実
で
す
。
も
の
を
食
べ
た
ら
す

ぐ
に
、
歯
垢
の
た
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
を
重

点
的
に
、
て
い
ね
い
に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

◆
歯
ブ
ラ
シ
は
こ
ま
め
に
交
換
を

　
歯
ブ
ラ
シ
は
古
く
な
る
と
機
能
が
弱
ま

り
、
同
じ
時
間
み
が
い
て
い
て
も
、
歯
垢
を

し
っ
か
り
落
と
せ
ま
せ
ん
。
先
の
広
が
っ
た

歯
ブ
ラ
シ
は
新
し
い
も
の
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。

◆
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
っ
て

　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
加
え
て
、
フ
ロ
ス
や
歯

間
ブ
ラ
シ
を
使
え
ば
、
お
口
の
中
の
歯
垢
の

ほ
と
ん
ど
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
最
近
噛
ん
で
い
ま
す
か
？

　
よ
く
噛
む
と
唾
液
が
た
く
さ
ん
出
て
、
口

の
中
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
ま
た
、
全
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
効
用
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
歯
の
健
康
が
身
体
の
健
康
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
あ
な
た
の

｢

生
命
線｣

と
し
て
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

８
０
２
０
運
動
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

80
歳
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う

伊
い と う さ だ お

藤貞男さん
（下岡島）81 歳

岡
お か べ ま さ お

部政男さん
（谷汲長瀬）81 歳

堀
ほりぐちひでこ

口秀子さん
（谷汲深坂）81 歳
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○
き
よ
み
ず
幼
児
園

　
運
動
会
も
終
わ
り
、
秋
風
と
と
も
に
園
児

た
ち
の
遊
び
は
数
珠
玉
を
糸
で
繋
い
だ
り
、

散
歩
で
コ
ス
モ
ス
の
花
や
ス
ス
キ
の
穂
を
集

め
て
き
て
お
部
屋
に
飾
っ
た
り
と
、
秋
の
遊

び
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
イ
ガ
に
入
っ
た
ま
ま
の
栗
を
も
ら
い
、
こ

わ
ご
わ
剥
い
で
い
る
と
、
園
児
た
ち
は
出
て

き
た
虫
に
興
味
を
持
ち
、
地
面
に
栗
を
並
べ

四
角
い
線
を
引
き
、
中
に
虫
を
入
れ
て
遊
び

始
め
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
秋
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
運
動
会
開
催

　
10
月
７
日
、
80
組
の
親
子
が
集
っ
て
運
動

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方(
花
モ
モ
グ
ル
ー
プ
・

主
任
児
童
委
員
・
民
生
委
員
さ
ん
な
ど)

に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
親
子
は
ゆ
っ
た
り
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
び
の
び
と
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
み
な
さ
ん

は
我
が
子
の
成
長
に
目
を
細
め
な
が
ら
、
後

を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

い
も
ほ
り
・
焼
い
も
を
楽
し
み
ま
し
た

　
10
月
２
日
・
３
日
、
土
の
感
触
を
楽
し
み

な
が
ら
、
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
し
ま
し
た
。

掘
っ
た
芋
は
家
庭
へ
持
ち
帰
り
、
大
学
芋
や

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
な
ど
を
作
っ
た
と
い
う
報

告
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

28
日
に
は
園
庭
で

焼
い
も
を
し
ま
し
た
。

小
さ
い
子
な
り
に
焼

き
い
も
の
準
備
に
参

加
し
、
親
子
で
ほ
か

ほ
か
の
焼
き
い
も
を

ほ
お
張
り
な
が
ら
会

話
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
今
年
も
畑
作
り
を
通
し
て
土
に
触
れ
、
野

菜
の
生
長
の
様
子
や
食
の
恵
み
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
思
い
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
栽
培

か
ら
収
穫
ま
で
花
モ
モ
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
支
援
活
動

　
～
き
た
が
た
幼
児
園
に
出
か
け
ま
し
た
～

　
10
月
22
日
、
15
組
の
未
就
園
児
親
子
の
み

な
さ
ん
が
集
い
、
園
児
と
一
緒
に
ふ
れ
合
い

遊
び
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
当
日
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
の
参
加
も
あ
り
、
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
後
日

遊
び
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
祖
父
母
と
の
利
用

も
よ
く
あ
り
、
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
お
じ
ま
幼
児
園
の
様
子
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
行
事
予
定
は
、毎
月
発
行
し
て
い
る
「
ぴ
っ

　
こ
ろ
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
保
育
園
・
図

書
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
振
興
事
務
所
等
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。）

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
８
５-

２
３-
１
１
３
６

ぴ
っ
こ
ろ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
園
キ
ッ
ズ
！

園児のつぶやきコーナー

A「ここ、虫のびょういん」

B「いっぱい
　　　　　入院しとるんや」

A「病院やで、お花もっ　
　　ていかなあかんなぁ」

虫のまわりに黄色い
コスモスの花が並びました。

いちごっこ
　ヨーイ　ドン！
　大きなケーキをいち
ごでデコレーション
しました。

いないいないばー
鈴がついたひもを引っ
張って、動物さんと
　“いないいないばー”
　あそびをしました。

なにをかおうかな？
（買い物あそび）
絵カードを拾い同じ果物
をさがして、お客様に運
びました。

さつまいも堀り

薪で焼きいもアルミ箔で包みました

園内巡り

あったかくて
おいしいね

年
末
年
始
の
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い
て

☆
12
月
29
日(

月)

～
平
成
21
年
１
月
２
日

(

金)

は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
利
用
は
１
月
５
日(

月)

か
ら
と
な
り
ま

す
。
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揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
十
三
回
】集
約
化
に
つ
い
て

（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）
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○
平
成
20
年
10
月
か
ら
岐
阜
県
内
の
2
社
会

保
険
事
務
所
管
内
で
﹁
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
﹂

を
実
施
し
て
い
ま
す
�

　

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に

な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
電
話
や
文
書
に
よ

る
納
付
督
励
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励

お
よ
び
保
険
料
の
収
納
業
務
は
社
会
保
険
事

務
所
職
員
や
国
民
年
金
推
進
員
が
行
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
20
年
10
月
か
ら
﹁
市
場
化
テ

ス
ト
事
業
﹂
と
し
て
一
部
の
地
域
で
民
間
事

業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
官

庁
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
の

創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
に
よ

り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
社
会
保
険
庁
（
岐
阜
社
会

保
険
事
務
局
）
か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間
事

業
者
が
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
な
ど
で
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
行
い
ま

す
。

【
岐
阜
県
内
の
対
象
社
会
保
険
事
務
所
】

①
岐
阜
南
社
会
保
険
事
務
所

︽
管
轄
区
域
︾

　

羽
島
市
、
各
務
原
市
、
羽
島
郡

②
岐
阜
社
会
保
険
事
務
局
　
岐
阜
北
社
会
保

険
事
務
室

︽
管
轄
区
域
︾

　

岐
阜
市
、
山
県
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、

本
巣
郡

【
保
険
料
収
納
を
行
う
民
間
事
業
者
】

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株
式
会
社

【
民
間
事
業
者
が
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納 

　
業
務
で
個
別
訪
問
す
る
場
合
に
は
】

①
社
会
保
険
庁
長
官
が
発
行
し
た
顔
写
真
入

の﹁
納
付
督
励
員
証
明
書
﹂（
身
分
証
明
書
）

を
提
示
し
ま
す
。

②
﹁
社
会
保
険
庁
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

の
収
納
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
○
○
社

の
○
○
で
す
。﹂
と
名
乗
り
ま
す
。

※
ご
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
す
る
民
間

事
業
者
の
担
当
氏
名
な
ど
の
身
分
は
、
あ

ら
か
じ
め
社
会
保
険
庁
（
岐
阜
社
会
保
険

事
務
局
）
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料
を
お
預

か
り
し
て
保
険
料
を
収
納
す
る
場
合
は
、

お
客
様
が
保
険
料
納
付
書
を
お
持
ち
の
場

合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
納
付
書

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
に
、
民
間
事
業
者

の
担
当
者
が
現
金
を
受
け
取
り
、
領
収
書

を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情
報
は
、

納
付
督
励
を
行
う
う
え
で
必
要
と
な
る
国

民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
情
報
に
限
定
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
取
扱
い
事
業
者
に

対
し
て
は
、﹁
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
平
成
15
年
法
律
第
57
号
）﹂
や

社
会
保
険
庁
独
自
の
取
扱
規
定
、
本
事
業

に
係
る
委
託
契
約
書
な
ど
で
、
目
的
外
使

用
や
閲
覧
、
漏
洩
、
複
写
を
禁
ず
る
な
ど
、

厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま

す
。

　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岐
阜
南
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
５
８
︲
２
７
３
︲
６
１
６
１

　

岐
阜
社
会
保
険
事
務
局　

岐
阜
北
社
会
保  

　

険
事
務
室

　

℡
０
５
８
︲
２
９
４
︲
６
３
６
７

○
﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
﹄
の
添
付
が
必
要
で
す
�

　

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
（
非
課
税
）
の
対
象
で
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す

る
と
き
は
、﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
﹄
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
﹄
は
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
よ
く
あ
る
ご
質
問
】

Q1　
﹃
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
﹄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月
分
以

外
の
保
険
料
を
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納

付
し
た
場
合
は
、
今
年
分
と
し
て
申
告
で

き
ま
す
か
？

A1　

今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。﹃
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
﹄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料
額
に
、

後
か
ら
納
付
し
た
保
険
料
額
を
合
算
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
後
か
ら
納
付
し
た
保
険
料
分
の

﹁
領
収
証
書
﹂
な
ど
も
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
10
月
20
日
（
月
）
に
第
７
回
揖
斐
川
町
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
、
可

決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に

つ
い
て

　
民
法
お
よ
び
関
係
す
る
法
律
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
る
た
め
、
所
要

の
変
更
が
さ
れ
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
揖
斐
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関

し
、
次
の
区
分
の
契
約
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
工
期
は
い
ず
れ
も
平
成
21
年
７
月
10

日
で
す
。

①
建
築
工
事

　
　
　
４
億
８
９
８
２
万
５
０
０
０
円

②
電
気
設
備
工
事

　
　
　
１
億
６
０
２
５
万
６
２
５
０
円

③
空
調
設
備
工
事

　
　
　
２
億
７
９
０
万
円

④
衛
生
設
備
工
事

　
　
　
４
億
２
５
２
５
万
円

９
月

　
24
日
　
徳
山
ダ
ム
視
察
研
修

10
月

　
８
日
　
福
井
県
池
田
町
議
会
と
の
交
流
会

　
15
日
　
第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

　
20
日
　
第
７
回
臨
時
会

　
20
日
　
第
13
回
議
会
全
員
協
議
会

議 

会 

だ 

よ 

り
第
７
回
臨
時
会

議
会
活
動
報
告

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
義
務

民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
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Q2　

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
ま
し
た
が
、

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

A2　

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

は
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
保
険
料
を
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
社
会
保
険
庁
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
】

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

IP
電
話
（
ひ
か
り
電
話
な
ど
）・
PHS
か
ら
は

　
℡
０
３
‐
６
７
４
８
‐
８
８
８
２

（
11
月
４
日
～
平
成
21
年
３
月
13
日
、
平
日

９
時
～
17
時
）

　
住
民
票
・
戸
籍
の
個
人
情
報
の
保
護
等
の

た
め
、
本
年
５
月
１
日
に
法
律
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
、
住
民
票
等
（
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
証

明
書
を
い
い
ま
す
。）
の
交
付
請
求
の
際
、『
本

人
確
認
』
を
行
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
写
真
付
き

の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
で
確
認
を
し
ま

す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
保
険
証
や
介
護
保

険
証
、
年
金
手
帳
等
の
２
点
提
示
に
よ
っ
て
、

確
認
を
し
ま
す
。

詳
し
い
確
認
書
類
の
例
は
10
月
号
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。	

二
、
住
所
変
更
な
ど
の
届
出
や
、
婚
姻
、
協

議
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、
認
知
の

届
出
も
窓
口
に
来
た
方
の
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。

戸
籍
の
届
出
に
つ
い
て

☆
婚
姻
な
ど
の
戸
籍
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ

　
届
出
は
届
出
人
の
本
籍
地
、
住
所
地
ま
た

は
所
在
地
の
い
ず
れ
か
で
で
き
ま
す
。
な
お
、

土
日
祝
日
で
も
届
出
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
住
所
変
更
は
平
日
開
庁
時
の
み
の
受

付
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

　
こ
の
た
び
、
県
と
全
市
町
村
で
は
、
住
民

税
の
納
税
義
務
者
の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
給
与
所
得
者
に
係
る
住
民
税
の
給

与
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
方
法
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
納
付

の
手
続
き
で
す
。
具
体
的
に
は
、
給
与
を
受

け
る
従
業
員
の
方
に
代
わ
っ
て
事
業
主
の
方

が
従
業
員
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
納
め
る

と
い
う
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
に
切
り
替
え
る
と
次
の
よ
う
に

納
税
も
便
利
で
す
。

①
従
業
員
の
方
は
自
分
で
銀
行
へ
行
っ
て
納

税
す
る
手
間
が
い
り
ま
せ
ん
。

②
年
間
４
回
の
納
税
が
、
毎
月
の
給
与
天
引

き
（
年
間
12
回
）
に
な
り
、
１
回
あ
た
り

の
納
税
額
が
小
額
に
な
り
ま
す
。

③
事
業
主
の
方
に
と
っ
て
も
住
民
税
の
給
与

天
引
き
は
、
所
得
税
の
よ
う
な
難
し
い
計

算
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
こ
の
納
税
方
法
（
特
別
徴
収
）
に

な
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
こ
の
税
法

■
募
集
人
員
　
若
干 

名

■
応
募
資
格
　
揖
斐
郡
内
に
居
住
す
る
者

で
、
高
等
学
校
又
は
、
大
学
等
を
卒
業
し

た
者
（
平
成
21
年
３
月
卒
業
見
込
み
可
）

で
身
体
強
健
な
者
。
昭
和
58
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

■
採
用
試
験

第
１
次
試
験
　
教
養
試
験
、
作
文
等

　
日
時
　
12
月
24
日
（
水
）（
９
時
～
14
時

　
　
頃
ま
で
）

　
場
所
　
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

第
２
次
試
験
　
口
述
試
験
（
面
接
）、
体
力

　
測
定
等

日
時
　
平
成
21
年
１
月
中
旬
　（
午
前
９
時

　
～
）

　
場
所
　
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

■
発
表
　
平
成
21
年
１
月
下
旬
頃
（
応
募
者

　
に
通
知
す
る
）

■
採
用
　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

■
受
付
期
間
　
12
月
１
日
か
ら
12
月
18
日
　

　
迄
。
８
時
30
分
〜
17
時
30
分
の
間

　（
但
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
消
防
本
部
総
務
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み
す
る
。
な

お
、
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
証
明
書
）

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
（
各
保
健
所
・
公
的

病
院
）
を
添
え
て
提
出
す
る
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防

　
本
部
総
務
課

　
℡
０
５
８
５-

３
２-

０
１
１
９

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
の
お
願
い

平
成
20
年
度
揖
斐
郡
消
防
組
合

消
防
吏
員
募
集
要
項

住
民
票
・
戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
特
別
徴
収
へ

の
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
手
続
き
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　
町
民
税
係

　
℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

１２月１０日から１月５日まで
県下一斉に「年末年始地域安全運動」が

実施されます！

この運動は、年末年始における犯罪・事故の未然防止を図るため、地域住民と

自治体、関係機関、警察が相互に連携して地域安全活動をさらに推進し、

みなさんが安全で平穏な新年を迎えることを目的として実施されます。

ゆく年くる年　みんなで守ろう　地域の安全
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◎
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
21
年
１
月
の
ご
み
収
集
の
詳

細
に
つ
い
て
は
広
報
１
月
号
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
地
域
（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）、25
日
（
木
）、29
日
（
月
）、

　
平
成
21
年
１
月
５
日
（
月
）、
８
日
（
木
）

谷
汲
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）
、
29
日
（
月
）
、
平
成
21

　
年
１
月
５
日
（
月
）、
12
日
（
月
）

春
日
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）
、
29
日
（
月
）
、
平
成
21

　
年
１
月
５
日
（
月
）、
13
日
（
火
）

久
瀬
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
24
日
（
水
）、
30
日
（
火
）、
平
成
21

　
年
１
月
７
日
（
水
）、
14
日
（
水
）

藤
橋
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
22
日
（
月
）
、
29
日
（
月
）
、
平
成
21

　
年
１
月
５
日
　（
月
）、
13
日
（
火
）

坂
内
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　
12
月
18
日
（
木
）、
25
日
（
木
）、
平
成
21

　
年
１
月
８
日
（
木
）、
15
日
（
木
）

◎
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

　
年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

殺
到
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
域

　
㈲
揖
斐
川
清
掃 

０
５
８
５-

２
２-

０
５
０
６

谷
汲
地
域

　
㈱
富
士 

０
５
８-

３
２
３-

０
４
８
５

春
日
地
域

　
㈲
揖
斐
川
清
掃 

０
５
８
５-

２
２-

０
５
０
６

久
瀬
地
域

　
中
央
清
掃
㈱
　
０
５
８
４-

２
７-

６
１
８
１

藤
橋
地
域

　
㈲
岐
北
清
掃 

０
５
８-

３
７
０-

８
４
４
８

坂
内
地
域

　
ト
バ
ナ
産
業
㈱
　
０
５
８-

３
９
８-

３
８
０
７

　
冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
く
み
取
り
は

天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
ほ
ぼ
100
パ
ー
セ

ン
ト
死
亡
し
、
治
療
法
が
な
い
恐
ろ
し
い
感

染
症
で
す
。

　
日
本
で
は
、
野
犬
対
策
な
ど
の
徹
底
に
よ

り
１
９
５
７
年
以
後
患
者
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
６
年
８
月
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
犬
に
咬
ま
れ
、
日
本
に
帰
国
後
11

月
に
狂
犬
病
を
発
病
し
、
死
亡
し
た
例
が
２

件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
は
狂
犬
病

に
よ
り
年
間
４
～
６
万
人
が
死
亡
し
て
お

り
、
欧
米
を
含
む
世
界
の
大
陸
に
現
在
も
存

在
し
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

◎
予
防
方
法
、
咬
ま
れ
た
時
の
対
応

⑴
動
物
に
手
を
出
さ
な
い
こ
と

　
日
本
で
は
、
狂
犬
病
が
撲
滅
さ
れ
て
久
し

く
、
そ
の
危
険
を
軽
視
し
が
ち
で
す
。
日
本

人
は
犬
や
猫
を
見
る
と
無
防
備
に
手
を
出

し
、
な
で
た
り
、
手
か
ら
直
接
エ
サ
を
与
え

た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
狂
犬
病
は
ほ
ぼ
世

界
中
で
見
ら
れ
、
毎
年
死
亡
者
が
出
て
お
り

ま
す
の
で
、
む
や
み
に
野
犬
や
野
良
猫
、
野

生
動
物
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
狂
犬
病
に
感
染
し
た
犬
の
特
徴

　
狂
犬
病
の
犬
は
む
や
み
に
歩
き
回
り
、
柱

等
の
物
体
に
咬
み
付
い
た
り
（
こ
の
時
期
の

犬
は
攻
撃
的
で
、
わ
ず
か
な
刺
激
で
咬
み
付

き
ま
す
）、
地
面
を
無
意
味
に
掘
る
、
狼
の

よ
う
な
特
徴
的
な
遠
吠
え
を
す
る
等
の
異
常

行
動
を
と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
流
れ
る
よ
う
に
ヨ
ダ
レ
を
流
す
よ

う
に
な
り
（
唾
液
の
分
泌
の
増
加
）、
水
を

飲
む
と
、
の
ど
が
け
い
れ
ん
し
苦
し
む
た
め
、

水
を
極
端
に
怖
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
犬
以
外
の
感
染
動
物

ア
メ
リ
カ
＝
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ス
カ
ン
ク
、

コ
ウ
モ
リ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
＝
キ
ツ
ネ

ア
フ
リ
カ
＝
ジ
ャ
ッ
カ
ル
、
マ
ン
グ
ー
ス

（
猫
や
馬
、
牛
な
ど
も
感
染
し
、
感
染
源
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑵
咬
ま
れ
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
暴
露
前

接
種
）

　
旅
行
先
で
動
物
に
積
極
的
に
近
づ
く
場
合

は
、
事
前
に
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
４
週
間
間
隔
で
２
回
、
６
か
月
後

に
１
回
接
種
し
ま
す
。

※
県
内
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
咬
ま
れ
た
後
の
接
種
（
暴
露
後
接
種
）

　
狂
犬
病
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
に
咬
ま
れ

た
ら
、
す
ぐ
に
傷
口
を
石
け
ん
と
水
で
よ
く

洗
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
傷
口
に
治

療
と
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
と
抗
狂
犬
病
ガ
ン

マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
投
与
し
ま
す
（
発
病
前
で

あ
れ
ば
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
事

前
に
予
防
接
種
し
て
い
な
け
れ
ば
合
計
６

回
、
し
て
い
れ
ば
２
回
接
種
し
ま
す
）。

　
ま
た
、
咬
ん
だ
動
物
が
飼
犬
の
場
合
は
、

犬
が
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
か
を
飼
主
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
神
戸
町
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
で
も
、
地
球
温
暖
化
防
止

と
ご
み
減
量
化
を
目
的
に
、
12
月
１
日
か
ら

レ
ジ
袋
有
料
化
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
の
店

舗
で
は
レ
ジ
袋
の
無
償
配
布
が
中
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

や
マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
を
持
参
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
有
料
化
店
舗
名
等
に
つ
い
て
は
、

神
戸
町
民
生
部
住
民
環
境
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
神
戸
町
民
生
部
住
民
環
境
課

　
℡
０
５
８
４-

２
７-

３
１
１
１

ご
み
収
集
、
し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
に
ご
注
意
を

神
戸
町
内
の
小
売
事
業
者
に
よ
る
レ
ジ

袋
削
減
〔
有
料
化
〕
の
取
組
に
つ
い
て
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経
済
産
業
省
で
は
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
統
計
は
製

造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
企
業
、
大
学
等
で
の

研
究
資
料
や
小
中
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
記
入
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
今
年
12
月
か

ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て
花
の
苗
や
環
境
グ
ッ

ズ
な
ど
を
手
に
入
れ
よ
う
！

　
協
力
店
舗
で
レ
ジ
袋
や
紙
袋
、
ト
レ
イ
な

ど
を
断
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
、
飲
食
店
に
マ
イ
箸
を
持
参
す
る
な
ど
を

行
う
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
交
換

　
100
ポ
イ
ン
ト
で
、
植
樹
か
苗
木
や
花
の
種
、

環
境
グ
ッ
ズ
（
天
然
せ
っ
け
ん
な
ど
）
と
交

換
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
西
濃
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
西
濃
地
域
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
２
２-

１
７
３
２

　
揖
斐
高
の
生
徒
が
、
自
分
た
ち
の
手
で

育
て
た
野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
「
揖
斐
高

シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
18
日(

木)

・
19
日(

金)

８
時
40
分
〜
17
時

■
場
所
　
樽
久
旧
店
舗
（
三
輪
５
９
０
）

※
　
そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
県
立
揖
斐
高
等
学
校

　
℡
２
２
‐
１
２
６
１

　
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー
で
は
、
揖
斐

郡
内
の
こ
こ
ろ
の
病
気
の
方
の
ご
家
族
に
、

こ
こ
ろ
の
病
気
の
方
の
支
援
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
　
12
月
３
日
（
水
）

	

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所
　
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　
講
演
『
親
の
高
齢
化
と
本
人
の
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』

　
講
師
　
養
南
病
院
　
相
談
課
長

	

精
神
保
健
福
祉
士 

岡
崎 

勝
彦
氏

【
お
問
い
合
せ
先
】
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン

　
タ
ー
　
衛
生
健
康
課
健
康
増
進
担
当

　
℡
３
２-

１
５
３
０

　
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
希
望
の
多
く
あ
り
ま
し
た
襖
・
障
子

の
張
替
え
を
今
年
か
ら
新
し
い
事
業
と
し
て

承
っ
て
お
り
ま
す
。
張
替
え
し
た
綺
麗
な
襖
・

障
子
で
新
年
を
む
か
え
ま
せ
ん
か
？
高
齢
に

な
っ
て
、
ま
た
忙
し
く
、
手
の
ま
わ
ら
な
い

方
ぜ
ひ
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆ 

会
員
募
集

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。（
年
会
費
と
ホ
ル
ダ
ー
代

の
２
１
０
０
円
が
必
要
で
す
）
健
康
と
生
き

が
い
の
た
め
に
、
ま
た
特
技
・
資
格
を
活
か

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
気

軽
に
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
で
は
12
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
清
掃
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
㈳
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

　
人
材
セ
ン
タ
ー
　
℡
２
３-

０
９
０
７

揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
開
店
！

家
族
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

～
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
～

　

工
業
統
計
調
査
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

西
濃
地
域
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
つ
い
て

（
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林
良
夫
さ
ん
（
北
方
３
区
）
野
菜
・
里
芋

だ
る
ま
堂
製
菓
（
株
）
様
（
谷
汲
名
礼
）

あ
ら
れ

揖
斐
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
代
表

大
野
泰
弘
さ
ん
（
島
） 
と
う
も
ろ
こ
し

　
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
役
場
へ

　
10
月
16
日
（
木
）、ア
ー
ボ
株
式
会
社
（
谷

汲
名
礼
）
の
代
表
取
締
役
杉
村
和
敬
さ
ん

よ
り
教
育
の
振
興
の
た
め
に
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
10
月
21
日
（
火
）、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の

Ｆ
Ｃ
岐
阜
が
豪
雨
災
害
義
援
金
を
揖
斐
川

町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金
は

Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催
時
に
来

場
者
か
ら
募
っ
た
厚
志
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン

の
小
峯
隆
幸
選
手
か
ら
宗
宮
町
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【お問い合せ先】

いびがわ　特産品シリーズ　　　　センブリ（リンドウ科）
　センブリは「千振」ですから千回煎じてもまだまだ苦みがあるという意味です。いかに苦いかが
解ります。センブリの名前にはもう一つトウヤクがあります。「当薬」の意味で之を飲めばよく効
くのでこれこそ当に薬（マサニクスリ）であるの名前が生まれました。センブリは秋になれば陽地
に開花してます。高さ 15 センチから 20 センチの可愛い草本です。白い花はなかなか落ちません。
果実になっても花弁が残っています。センブリは秋に花を咲かせる 2 年草ですから、咲いているセ
ンブリの周辺部を探すとセンブリの稚苗が見つかります。これは来年の秋に花を付けます。センブ
リは苦味成分を含みその成分が薬効を発揮します。消化不良、苦味健胃薬になります。少ない量で
効果がでますから、旅行には持参して腹痛になったときにはセンブリを嘗めることです。また強肝
作用があるので悪酔いや二日酔いの時にも役に立ちます。昔からセンブリには殺虫効果のあること
が知られています。屏風の張り替えには糊にセンブリの煎じた液を混ぜて裏打ちすれば虫に食われ
ないようです。また子供の肌着をセンブリの煮汁で染めておくとのみやしらみから肌を守ることが
出来ます。猫の大好物であることと、苦み成分に発毛効果があることも特筆せねばなりません。

　（岐阜薬科大学名誉教授　水野 瑞夫）

「初雪時、スリップ事故は
通常の約２倍」

近年、冬タイヤ非装着によるスリッ

プ事故が多発しています。事故は

自他ともに傷つくだけでなく、深

刻な交通渋滞を引き起こす原因と

なります。

「冬タイヤ・滑り止め装置」の早期

装着は、安全で円滑な交通を確保

するための運転者ひとり一人の大

切な交通マナーです。

揖斐警察署・岐阜県揖斐土木
事務所・揖斐川町
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（12月1日～12月31日までに行われる主な行事）

12月4日（木）

12月7日（日）

叙勲祝賀会

揖斐郡駅伝大会

12月 1日（月）

12月25日（木）

国民健康保険税（7期）
後期高齢者医療保険料（5期）

国定資産税（3期）
国民健康保険税（8期）
後期高齢者医療保険料（6期）

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。
　　※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

〈平成20年10月31現在〉

合　　計
揖斐川地域
谷汲地域
春日地域
久瀬地域
藤橋地域
坂内地域

折戸　堅信（北方４区） 

髙橋　勇人（和田）
西 若 松

房島１区

房島２区

北 新 町

北 新 町

上 岡 島

新 栄 町

上　　野

市　　場

新　　宮

谷汲深坂

谷汲長瀬

春日六合

春日香六

春日川合

東 津 汲

東 津 汲

西 横 山

坂内坂本

井口　　ひさゑ

村松　　　守　

林　　　惠美子

立木　　寅男

富田　　正純

小寺　　權之丞

石橋　　すみ子

村瀨　　たけ

楠　　　正郎

四井　　フサヱ

山口　　昭夫

木下　　文

森　　　仙輔

大久保　常一

坂口　　きんゑ

小寺　　きよ子

堀　　　和

佐名　　みつ子

中橋　　つや

89

71

66

87

73

82

76

90

83

83

74

78

87

77

90

81

66

68

80

地　区 氏　名 年　齢
柴田　真里（名古屋市）

藤原　あさみ（春日小宮神）

夫 妻

北方２区

北方３区

極 楽 寺

桂

桂

下　　町

志 津 山

上 ミ 野

清　　水

清　　水

清　　水

溝　　尻

和　　田

谷汲名礼

谷汲徳積

ほそ の ひろ と

や の あや か

はしもと り お

な がら み さき

おお た あや ね

やまぐち さち は

こ でら あい き

ほそ の ま み

いち だ あや か

ほりうち おう ら

あんどう は る ま

ゆ あさ こう た

そうみや あゆむ

ろう

の はら まこと

わかはら はやと

地　区

細野　光斗　

矢野　綾花

𣘺本　莉緒

長柄　美咲

太田　綾音

山口　禎葉

小寺　藍生　

細野　真未

野原　　眞　

若原　　隼　

市田　彩華　

安藤　羽琉真　

湯朝　煌太朗　

宗宮　　歩　

堀内　央宙　

赤ちゃん

友智

雅敬

知久

英史

浩司

勝

康仁

正彦

透

信光

和人

展　

弘将

満

浩平

お父さん

亜也子

友美

弘美

真佐枝

友香

智美

由利可

美佐子

佳子

紀子

美和

美穂

真実

ジーナ

貴子

お母さん

25,185（－32）
18,147（－15）
3,559（－7）
1,406（－8）
1,240（-3）
316（＋1）
517（±0）

12,085
8,742
1,703
665
590
160
225

13,100
9,405
1,856
741
650
156
292

8,053（＋4）
5,527（－1）
1,105（＋1）
558（±0）
443（±0）
168（＋4）
252（±0）

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて
「広報掲載申込書」をお出しください。

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

婚姻 ～幾久しくお幸せに～ 

出生 ～お誕生おめでとう～

死亡 ～おくやみ申し上げます～ 

10
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揖斐川町コミュニティバス・鉄道に乗って

【編集・発行】　揖斐川町役場総務部政策広報課
                     〒501-0692　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪133番地
                     TEL0585-22-2111 FAX0585-22-4496
                     URL http://www.town.ibigawa.gifu.jp/

樽 見 鉄 道        好 評 予 約 受 付 中 ! !

12月から2月までの木曜日（年末年始は除く）に運転！
全列車予約制・2週間前までに予約
25名様以上の団体は、相談により専用列車もあり!!
詳しくは、樽見鉄道㈱まで TEL 0581-34-8039

しし鍋列車

シャトルバスにて
うすずみ温泉へ
五右衛門風呂で
おくつろぎ

シャトルバスにて
うすずみ温泉へ
五右衛門風呂で
おくつろぎ

コミュニティバスは谷汲山で乗換です

コミュニティバスは谷汲山で乗換です

揖斐川町・樽見鉄道㈱

①

②

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

で
揖
斐
駅
へ

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

で
帰
路
へ

横
蔵
バ
ス
停

自
動
車
で

帰
路

揖

斐

駅

横蔵バス停

自動車で谷汲山

大

垣

駅

谷
汲
山
バ
ス
停

谷
汲
口
駅
バ
ス
停

谷

汲

口

駅

谷

汲

口

駅

谷
汲
口
駅
バ
ス
停

谷
汲
山
バ
ス
停

大

垣

駅

本

巣

駅

樽

見

駅

樽

見

駅

大

垣

駅

大

垣

駅

揖

斐

駅


